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福井市都市交通戦略福井市都市交通戦略

福井市福井市 H19.6.6

第１回第１回
 

協議会資料協議会資料
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都市交通戦略とは？
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都市交通都市交通ととはは？？

・・公共交通の利便性向上に限界公共交通の利便性向上に限界

・交通事業者・交通事業者は採算優先で運営は採算優先で運営

・公共交通・公共交通（（鉄道・バス鉄道・バス））

・・自動車自動車
・・自転車、徒歩等自転車、徒歩等

今、求められているものは、今、求められているものは、市民市民本位の便利な本位の便利な交通の交通の実現実現

都市交通の問題点都市交通の問題点

都市交通戦略の都市交通戦略の策定の目的策定の目的

・・利用者にとっては、利用者にとっては、不便で使いにくい環境不便で使いにくい環境

都市交通戦略の策定都市交通戦略の策定

多様な交通多様な交通
 手段で構成手段で構成
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これまでの交通計画これまでの交通計画 都市交通戦略都市交通戦略

委員会 提言提言 単発的単発的
 施策施策

協議会 連携と
 合意
複合的

 施策

互いに補強し合う互いに補強し合う

いつまでに 誰が いくらで

期限 役割分担 財源確保

成果指標

都市交通がど

 う変わるか？

パッケージ施策パッケージ施策
をを合意の基に合意の基に実行実行

便
利
に

便
利
に
な
る
な
る

安
く
安
く
な
る
な
る

早
く
早
く
な
る
な
る

実行性を高めるため、下記を協議会で合意実行性を高めるため、下記を協議会で合意

都市交通戦略の都市交通戦略の策定イメージ策定イメージ
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では、都市交通戦略を
どのように策定するか？
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福井都市圏パーソントリップ調査福井都市圏パーソントリップ調査の活用の活用

福井都市圏福井都市圏パーソントリップパーソントリップ調査調査福井市の主な交通計画福井市の主な交通計画

H14H14

H15H15

H19H19

H17H17～～H19H19

H1H1～～H4H4

S52S52～～S55S55

第第33回回

第第11回回

第第22回回

都市交通戦略都市交通戦略

交通交通バリアフリーバリアフリー基本構想基本構想

公共交通計画公共交通計画

パーソントリップ調査パーソントリップ調査

パーソントリップ調査パーソントリップ調査

パーソントリップ調査パーソントリップ調査

タイムリーな活用となるタイムリーな活用となる

H12H12都市計画都市計画マスタープランマスタープラン
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パーソントリップ調査（ＰＴ調査）とは

7

「いつ」「いつ」「どこから」「どこから」「どこまで」「どこまで」「どのような人が」「どのような人が」
 

「ど「ど
 のような目的で」のような目的で」「どの交通手段を利用して」「どの交通手段を利用して」

 
動い動い

 たかについて調べ、１日の動きを捉える調査たかについて調べ、１日の動きを捉える調査

調査結果は、調査結果は、都市圏における様々都市圏における様々
 

な交通計画を検討するためのな交通計画を検討するための
 

基礎的データ基礎的データとして活用できるとして活用できる

自自
 宅宅
徒徒

 歩歩
会会

 社社
電電

 車車
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福井都市圏とは？ 調査対象圏域人口＝約６４万人（５歳以上）

うち調査対象者は約１０％の６万人（約２万世帯）

調査対象圏域＝

 福井県嶺北地方
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パーソントリップ調査の活用イメージ

検査検査（ＰＴ調査）（ＰＴ調査） 検査結果検査結果（ＰＴ調査結果）（ＰＴ調査結果）

（ＰＴ調査からの提言）（ＰＴ調査からの提言）

手
術
手
術

治
療
治
療

（ＰＴ調査の短期的施策）（ＰＴ調査の短期的施策）

車の分
担率

車の分
担率

お年寄りの行動

お年寄りの行動公
共
交
通
の

公
共
交
通
の

利
用
状
態

利
用
状
態

戦略で戦略で

何をやるか何をやるか放置すれば放置すれば
 どうなる？どうなる？

都市交通の都市交通の
 課題と問題点課題と問題点

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー
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都市交通に関する検査結果と
都市交通戦略の基本方針

（第３回福井都市圏パーソントリップ調査より）
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検査結果①
 

全国一の自動車利用

•自動車の割合は７６．６％７６．６％（（元年から１５％増）

•他の都市圏と比較すると、一番自動車一番自動車のの割合が高い割合が高い

富山、金沢都市圏のデータ（直近のPT調査より）

••徒歩・二輪徒歩・二輪が減少し、近場の移動近場の移動が自動車へが自動車へ転換転換している

••公共交通は更に減少公共交通は更に減少
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検査結果②
 

公共交通利用の減少

•鉄道は３割減少

•バスは
 

半減

••通勤通勤目的での利用減少利用減少

 公共交通のサービス公共交通のサービス
 が低下が低下したことも要因と

 考えられる。
約３割減

合計

40.8
(100.0%)

29.0
(100.0%)
<0.71>

鉄道利用の推移

バス利用の推移

合計

29.0
(100.0%)

14.0
(100.0%)

<048>約５割減
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検査結果③
 

高齢ドライバーの事故増加

••

 
免許保有人口は免許保有人口は4.54.5倍倍

••

 
自動車トリップ数は自動車トリップ数は3.33.3倍倍

••

 
死傷者数の全事故に占める割合は死傷者数の全事故に占める割合は1.91.9倍倍

高齢者の免許保有別人口の推移

高齢者の代表交通手段別トリップ数の推移

高齢者の死傷者数と全事故に占める割合の推移

資料：平成18年福井の交通

8.3％

15.5％

高齢者（高齢者（6565歳以上）の歳以上）の
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車でしか移動できない都市構造車でしか移動できない都市構造

現状を放置すれば、
モータリゼーションスパイラ

 ルはますます進展

検査結果のまとめ

全国一の自動車利用

（自動車分担率76.6％）

公共交通利用の減少

（鉄道は３割減、バスは半減）

高齢ドライバーの事故増加

（死傷者数に占める割合1.9倍）

車利用が前提のまちづくり

(郊外店と宅地開発の拡大)
公共交通利用者の減少
(経営が成り立たず廃線)

車依存の生活スタイル進展
(自動車分担率の増加)
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都市交通の診断（シナリオ予測）

ＡＡ

ＢＢ

【シナリオＡ】：このまま放置
（自動車利用や郊外化がさらに進

 展）

【シナリオＢ】：投薬
（趨勢的な状況で推移）

→死亡→死亡

→健康→健康

→悪化→悪化

ＣＣ

【シナリオＣ】：手術

（（郊外化抑制と公共交郊外化抑制と公共交

 通利用に取組む通利用に取組む））

別紙１別紙１をご覧ください。をご覧ください。
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都心部への着トリップ数

⇒Ｃは約８割増加し、にぎわいのあるまちに

公共交通利用トリップ数

⇒Ｃは約４割増加し、便利なまちに

ＣＯ２排出量

⇒Ｃは約１割減少し、環境にやさしいまちに

公共交通利用トリップ数
46.1
<1.36>

33.9
<1.00>

20

25

30

35

40

45

50

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
千
ト
リ
ッ
プ
／
日
）

公
共
交
通
が
衰
退
し
た
と
仮
定

都心部着トリップ数
409
<1.75>

234
<1.00>

229
<0.98>

100

150

200

250

300

350

400

450

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
千
ト
リ
ッ
プ
エ
ン
ド
／
日
）

ＣＯ２排出量

1,293
<0.92>

1,402
<1.00>

1,463
<1.04>

1200

1250

1300

1350

1400

1450

1500

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
t
-
C
O
2
/
日
）

各シナリオによるまちづくりの結果は？

高齢者交通事故件数

⇒Ｃは約１割減少し、安全なまちに

高齢者交通事故件数

820
<0.93>

885
<1.00>

1071
<1.21>

600

700

800

900

1000

1100

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
件
／
年
）
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シナリオＣによる「手術⇒健康」の治療方針の選択

【【都市の都市の外延外延化を抑制し、公共交通利用促進に取り組む化を抑制し、公共交通利用促進に取り組む】】

コンパクトなまちづくりを進めつつコンパクトなまちづくりを進めつつ、徒歩、自転車や公共交通
利用が中心の交通体系に転換することを志向する「シナリオＣ」「シナリオＣ」
を目指すべき方向として位置付けることが必要

望ましい都市交通
体系のあり方
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““高感度コンパクトシティ高感度コンパクトシティ””のイメージのイメージ
 

－市長マニフェスト－－市長マニフェスト－

歴史・伝統・文化
LRT

全国有数の都市基全国有数の都市基
 盤を最大限に活用盤を最大限に活用
 しますします

地域の地域の宝宝をまちづをまちづ
 くりに生かしますくりに生かします
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“高感度コンパクトシティ”“高感度コンパクトシティ” を支える公共交通体系のイメージを支える公共交通体系のイメージ

すいすいせんのせんの里里 一乗谷遺跡一乗谷遺跡

桜並木桜並木
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ＰＴ調査の交通施策体系（治療方針）

◇誰にでも使いやすく、安全で安心して利用できる交通体系

••誰にとっても利便性の高い誰にとっても利便性の高い公共交通体系の整備公共交通体系の整備

•高齢者・自由目的・短距離移動などの自動車利用ニーズの変化に対応した安全な道路体系への転換

•生活圏を安全・快適に移動できる歩行者・自転車空間の面的な整備

◇環境負荷の少ない、持続可能な都市交通と交通体系

•コンパクトな市街地形成に誘導、公共交通の利便性の高くない郊外部の開発の抑制

••コンパクトな市街地形成を支えるコンパクトな市街地形成を支える公共交通体系の整備公共交通体系の整備

•過度な自動車利用の適正化

◇地域の魅力・活力の向上を促すまちづくりと交通体系

•地域内のまちづくりに貢献しつづける道路と公共交通の維持・整備

••各地域間の連携・活力向上を促進する各地域間の連携・活力向上を促進する幹線交通軸幹線交通軸の維持・整備の維持・整備

•他都市圏との連携を支える交通軸の整備と活用
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ＰＴ調査のＰＴ調査の短期的施策パッケージ短期的施策パッケージ
 

((治療メニュー治療メニュー))

戦略で何をやるか選択戦略で何をやるか選択 別紙２別紙２をご覧ください。をご覧ください。

・えちぜん鉄道と福井鉄道の

相互乗り入れ

・ＪＲ福井駅前西口広場への軌

道の延伸

・えちぜん鉄道（三国芦原線）

と福井鉄道のＬＲＴ化

・ＰＴＰＳやバス専用レーンの整

備と遵守

・バスロケーションシステムの

導入

・駅を中心とした総合交通ター

ミナルの整備
：
：

・新駅整備

・バス停とホームの一体化

・交通広場・駅アクセス道路の

整備

・ＩＣカードなども利用した鉄道

－バスの乗り継ぎ割り引き

・駅への集客機能の付加

・公共交通サービス改善に合

わせたＭＭ

：
：
：
：
：
：

・快適性・利便性の高いバス停

の整備

・幹線の鉄道－フィーダーのバ

ス輸送への転換

・住宅地内での歩行者空間の

面的な整備

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

共通施策

・魅力の高い民間施設の中心市街地への立地誘導

・交通結節点周辺での居住機能の誘導

・シビルミニマムとしての公共交通サービスの提供

・市民への積極的な情報発信

・実現化のための協議会の設置・運営
：
：

手
術
手
術

治
療
治
療

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー

ＪＲ福井駅周辺地域 鉄道駅周辺の地域 その他の人口集積地域
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福井市の目指す
都市交通体系の目標



23

都市交通戦略が目指す都市交通戦略が目指す都市交通体系の目標都市交通体系の目標

シナリオＣに基づくシナリオＣに基づく公共交通体系の整備公共交通体系の整備

南北幹線軸

東西幹線軸

えちぜん鉄道三国芦原線
のＬＲＴ化など、鉄軌道
を中心に位置づけます。

鉄軌道および西部方面の
幹線バスを中心に位置づ
けます。

・誰にとっても利便性の高い公共交通体系

・幹線交通軸の維持・整備

・コンパクトな市街地形成を支える公共交通体系

公共交通結節強化

フィーダーシステムによ

 り、幹線軸と地域を結び

 つけます。
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効果を補完し合う
パッケージ施策
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都市交通戦略都市交通戦略
 
パッケージ施策パッケージ施策((案案))

交通結節交通結節のの
 強化強化モビリティ・モビリティ・

 マネジメントマネジメントの推進の推進 電車・バスの電車・バスの
 ICTICT化化

南北幹線軸としての南北幹線軸としての
 ＬＲＴの整備ＬＲＴの整備

ＬＲＴを基軸とする
公共交通体系

東西幹線軸となる東西幹線軸となる
 幹線バス路線の幹線バス路線の

 整備整備
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平成平成2020年度部分完成年度部分完成

LRTLRTの実現の実現

新幹線新幹線

軌道・電停の整備

南北幹線軸としてのＬＲＴの整備南北幹線軸としてのＬＲＴの整備

福
井
駅
へ
の
延
伸

福
井
駅
へ
の
延
伸

駅前広場の駅前広場の
 整備整備

連続立体交差連続立体交差
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どこでもどこでも
まちなかのいたる所で導入が可能であり、どこに

 
でも停留所を設けることができます。

だれでもだれでも
停留所と車両に段差がなく、ベビーカーや高齢者
にも乗り降りしやすい乗り物です。

いつでもいつでも
大幅な便数アップにより、待ち時間が少なくなり

 
ます。

福井のシンボルに福井のシンボルに
導入にあたっては、車両や電停のデザイン

 
に市民の意見を取り入れ、福井のシンボル

 
とします。

ストラスブール

ＬＲＴとはＬＲＴとは‥‥‥‥

ストラスブール

リヨン

オルレアン
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今あるものを有効に利用できるので今あるものを有効に利用できるので
福井に適しています。福井に適しています。
・都心を縦貫する鉄軌道がある。
・既存のえち鉄と福鉄が近接している。

環境にやさしい環境にやさしい
空気を汚さず、低騒音・低振動で乗り心地もよく、

 
環境にやさしい乗り物です。

⇒公共交通利用に取り組むことにより、ＣＯ２排

 
出量が１割減少します。

まちの活性化につながるまちの活性化につながる
単なる公共公共機関ではなく、沿線まちづくり施

 
策との連携で、まちの活性化にも寄与します。

⇒公共交通利用に取り組むことにより、都心部へ

 
の交通が８割増加します。

都心部着トリップ数
409
<1.75>

234
<1.00>

229
<0.98>

100

150

200

250

300

350

400

450

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
千
ト
リ
ッ
プ
エ
ン
ド
／
日
）

ＣＯ２排出量

1,293
<0.92>

1,402
<1.00>

1,463
<1.04>

1200

1250

1300

1350

1400

1450

1500

シナリオＡ シナリオＢ シナリオＣ

（
t
-
C
O
2
/
日
）

ＬＲＴの導入効果ＬＲＴの導入効果

田原町付近田原町付近
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（（電車バス兼用レーン電車バス兼用レーンの断面イメージ）の断面イメージ）

ゆったりゆったり
1.51.5ｍｍ以上を確保以上を確保

11車線車線増えるね増えるね広がったね広がったね

7575cmcmしかないしかない

ゆったりゆったり

現行現行
恐恐~~いい！！

ＯＫＯＫ

バス専用

軌道電停の整備軌道電停の整備について①について①

右折
レーン

右折
レーン

ゆったりゆったり
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バ
ス
専
用
レ
ー
ン

・バス接近システム

・ＰＴＰＳ
（公共車両優先システム）

軌道電停の整備軌道電停の整備について②について② （（電車バス兼用レーン電車バス兼用レーンの平面イメージ）の平面イメージ）

改善案現 状

老朽化した軌道老朽化した軌道
左折車のバス専用左折車のバス専用

 レーンへの混入レーンへの混入

電車バス兼用レーン

 として整備

狭く危険な電停狭く危険な電停
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東西幹線軸となる幹線バス路線の整備東西幹線軸となる幹線バス路線の整備

・幹線バス路線として・幹線バス路線としての強化の強化
（増便、速達性改善等）（増便、速達性改善等）

・・待つ環境の改善待つ環境の改善
（バス停の整備、情報伝達）（バス停の整備、情報伝達）

・・運賃運賃格差の是正格差の是正
 

等等

ハイグレードバス停のイメージハイグレードバス停のイメージ
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交通結節の強化交通結節の強化①①

・・シビルミニマムシビルミニマム※※としての公共交通サービスの提供としての公共交通サービスの提供
※シビルミニマムとは、市民レベルで維持すべき生活水準

・幹線軸と地域を結びつけるフィーダーシステム

・ホーム・ホーム
 

to to ホームホーム化化

事例：事例：高岡市高岡市

・乗り合いタクシー・乗り合いタクシー

事例：事例：八幡市八幡市
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交通結節の強化交通結節の強化②②

・駅前広場の整備・駅前広場の整備（事例：鹿児島中央駅）（事例：鹿児島中央駅）

LLＲＲTT

新幹線新幹線

駅前広場の整備にあわせた駅前広場の整備にあわせた

 電停の移設電停の移設

バスバス
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・新駅の設置 ・Ｐ＆Ｒ（パークアンドライド※）
・Ｃ＆Ｒ（サイクルアンドライド※

 

）

交通結節の強化交通結節の強化③③

水落駅付近水落駅付近

※パークアンドライド（Ｐ＆Ｒ）
自動車と鉄道や路線バスの乗り換え

※サイクルアンドライド（Ｃ＆Ｒ）
自転車と鉄道や路線バスの乗り換え
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電車・バスのＩ電車・バスのＩCCＴ化Ｔ化※※

・ＩＣカード・携帯電話
（商業施設との連携）

※※ICTICTとは、情報や通信に関する技術とは、情報や通信に関する技術

・電車・バスの総合情報
システム(案内情報・位置情報）

・乗り継ぎ・ゾーン運賃
等の導入

事例：無料ソーンの設定（ポートランド）事例：無料ソーンの設定（ポートランド）

無料ゾーン
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近場で用事を済ませる近場で用事を済ませる

できるだけできるだけ

 電車・バスに乗って電車・バスに乗って
短距離移動は短距離移動は

 徒歩、自転車で徒歩、自転車で

相乗りで移動相乗りで移動

・市民一人一人に対し、個別に・市民一人一人に対し、個別に

 働きかけ、過度の車利用から働きかけ、過度の車利用から

 の転換を促す新しい交通施策の転換を促す新しい交通施策

モビリティ・マネジメントとは？モビリティ・マネジメントとは？

福井市環境パートナーシップ会議を福井市環境パートナーシップ会議を
 はじめ、様々な機関と連携します。はじめ、様々な機関と連携します。

モビリティ・マネジメント（ＭＭ）の推進モビリティ・マネジメント（ＭＭ）の推進
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本日本日のの協議会の論点整理協議会の論点整理

①交通体系の目標について①交通体系の目標について

②②パッケージ施策パッケージ施策についてについて
・南北幹線軸としてのＬＲＴの整備
・東西幹線軸となる幹線バス路線の整備
・交通結節の強化
・電車・バスのＩＣＴ化
・モビリティ・マネジメント（ＭＭ）の推進

③その他③その他
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